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コンテンツ

✓ 訪問診療の「くすのきクリニック」のご紹介・ご利用の流れ

✓ 特集「病院・施設・訪問看護の皆さまと備える、在宅療養の防災体制」

✓ 退院支援・施設連携でよくいただくご質問
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訪問診療のくすのきクリニックが、地域の医療・介護関係者の皆さまにお届けする連携情報誌

イメージキャラクター

04

たわら先生の答え

必要な備えは、医療機器や必要な介助によって異なります。退院前

の話し合いで、停電時の対応と避難を始める目安を主治医や訪問看

護師と共有しましょう。機器業者には、予備電源や酸素ボンベの使

い方、使用可能時間、緊急連絡先を確認しましょう。また、避難先

で医療を続けられるか、移動を手伝う人も決めておくと安心です。

確認内容は情報提供書などにまとめ、ご家族や支援者と共有すると、

在宅療養が円滑に進みます。

くすのきクリニックでも、大雨や停電時に訪問診療を続けるよう、

対応ルールを見直しています。

TEL : 076-214-8368

対応エリア

訪問エリアは金沢市、野々市市、白山市が
中心ですが、内灘町、津幡町なども診療可

能な場合がありますのでご相談ください。

〒920-0811
石川県金沢市小坂町中16番6

診療内容

通院困難な方の定期診療、施設入居者の健
康管理、退院後の在宅療養支援、看取り・

ACP相談、多職種連携

診療時間：月～金／9:00～17:00
※ 緊急の場合は、24時間365日往診を行っております。

Webサイト

退院支援を担当しています。ご自宅で医療機器を使う患者様が増えていますが、大

雨で停電した場合の備えについて、退院前に何を確認しておけばいいですか？

大雨や停電に備えて、何を相談すればいい？

退院前・入居前に“ご本人の

場合”を確認しておこうね！

くすのきクリニックも、BCP

（業務継続計画）でルール

を精査していくよ！

編集後記

大雨が続いた今年の夏、退院支援や施設入居のご相談の中で、災害時の対応

について確認されることが増えました。今号の特集は、病院・施設・訪問看

護の皆さまと日頃やり取りしている内容をもとにまとめています。

くすのきクリニックも開業から4か月、地域の医療機関・施設・ケアマネ

ジャーの皆さまとのご縁が少しずつ広がってきました。今後とも、安心して

ご紹介いただけるクリニックを目指してまいります。次号もどうぞよろしく

お願いいたします。

院長 俵広樹（たわらひろき）



住み慣れた場所で、あなたらしい毎日を。

訪問診療の「くすのきクリニック」

医療法人社団樹心会「くすのきクリニック」は、訪問診療を中心とし

たクリニックです。私たちは、単にお薬を処方するだけでなく、患者

様がそれまで歩んでこられた人生や「我が家でどう過ごしたいか」と

いう想いを大切にします。日々の定期的な訪問診療はもちろん、夜間

や休日などの緊急時にも24時間体制で往診できる環境を整え、地域に

根ざした「24時間の安心」をお届けします。病院・施設・訪問看護ス

テーションの皆さまと密に連携しながら、退院後・入居後も途切れな

い医療をご提供します。

住み慣れた我が家で過ごす時間を、24時間365日支える医療。

くすのきクリニックでご相談いただけること

通院が難しい方の
定期診療

退院後の
在宅療養支援

痛みやがん療養の
支援

日々の
体調変化の相談

医療処置・
医療機器の管理

看取り・今後の
療養方針の相談

02

ご家庭や施設で見守りを行う上で季節ごとに
気を付けたいポイントをお届けします。

大雨の前に確認！在宅療養の防災チェック

確かめたいポイントは３つ

✓ 人／担当者や連絡先は、今の体制と合っていますか？

✓ 連絡／電話が繋がらない時の手段を試しましたか？

✓ 場所／最新のハザードマップで、建物や車両の位置を確かめましたか？

今年8月、千葉県で記録的な豪雨があり、下旬には石川

県・富山県に大雨特別警報が発表されました。各地で浸

水や土砂災害が相次ぎ、「まさか」は身近で起こると実

感された方も多いのではないでしょうか。

当院は今年5月の開業に向けて「医療施設の災害対応の

ための事業継続計画（BCP）」を作成しました。今回、

最新のハザードマップを再確認すると、当院のある小坂

町中周辺は、想定最大規模の大雨による河川氾濫で0.5

〜3.0mの浸水のおそれがある区域でした。東側の山沿い

には土砂災害警戒区域もあります。作成時にも確認した

情報ですが、改めて地図を見ると、患者様の避難経路や

医療機器の置き場所など、具体的に考えておきたいこと

が見えてきました。

BCPは、診療報酬や介護報酬でも策定と定期的な見直し

が求められるようになりました。何より大切なのは、い

ざというときに職員が迷わず動けることです。

作ったBCPを、使えるBCPに育てる

介護・医療の現場ではBCP（業務継続計画）への対応が重視されています。くすのきクリニックも、

大雨や停電時に訪問診療を止めない体制を継続的に見直し、安心してご紹介いただけるよう努め

ています。
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訪問診療までの流れ

通院・施設のご担当者さまへ

当院周辺の洪水浸水想定（想定最大規模）
オレンジ：0.5〜3.0m／黄：0〜0.5m／茶：土砂災害警戒区域
出典：金沢市水害ハザードマップ「小坂校下（北部）」

一度にすべてを整える必要はありません。まずは年に一度、30分だけ読み返すところから始めませんか。

BCPは作って終わりの完成品ではなく、育てていくもの。当院も開業の年に作ったBCPを、少しずつ育て

ていきます。
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